
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

事業番号 C-1-3 

事業名  農山漁村地域復興基盤総合整備事業（漁港環境整備事業） 

事業費 総額（執行額）189,205 千円（国費：141,904 千円） 

（内訳:測量設計費 8,222 千円、工事費 180,983 千円） 

事業期間 平成 25 年度～平成 29 年度 

事業目的・事業地区 

釣師浜漁港においては、漁業関係者の憩いの場所として利用されていた緑地等の環境施

設が、東日本大震災の津波により甚大な被害を被った。特に、釣師浜漁港では今回の地

震により H=60ｃｍの沈下が発生しており、漁港施設全体を嵩上げ復旧する必要があっ

た。同様に環境施設においても周辺より低いままの利用では浸水による被害が懸念され

ることから、施設の復旧が必要不可欠であり、漁業関係者をはじめとする利用者はその

実施を強く求めていた。一刻も早い漁港環境施設の復旧とともに安全な賑わいの場の創

出により、被災からの復興及び振興に寄与するものである。 

事業地区：釣師浜漁港 

事業結果 

＜平成 25～26 年度＞ 

測量・調査・設計（広場、便所、照明、植栽、その他施設測量設計） 

＜平成 27 年度～平成 29 年度＞ 

本工事（広場、照明、便所、植栽、その他施設工事） 

事業の実績に関する評価 

①  事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

 本事業については、漁業者及び海水浴場利用者等の憩いの場として利用されてきた広

場及び便所等の整備を実施した。 

釣師浜漁港を利用する漁業者や地元住民において、本事業で整備した広場及び便所等

を利用されていることや、平成３１年度には釣師浜海水浴場及び釣師浜漁港を利用した

イベント「遊海しんち」が開催され、本イベントによる平成３１年度の年間観光客入込

状況は 40,000 人であり、今後とも観光客の増加が見込め、良好な漁港環境の創出に寄

与することが期待される。 

 

②  コストに関する調査・分析・評価 

費用については、福島県港湾漁港工事標準積算基準に基づき積算を行っているため妥

当である。また、漁業者及び利用者への事業説明の他、時々刻々変化する状況を踏まえ、

設計業務途中、工事実施前及び工事実施中においても時点での状況を確認して事業内容

に反映し事業費縮減に努めた。なお、整備した施設についても有効に活用され、当該事

業費は妥当な規模であった。 

 

③  事業手法に関する調査・分析・評価 

・想定した事業期間 

調査・設計：平成 25 年 4 月～平成 27 年 3 月 

工事   ：平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月 

・実際に事業に有した事業期間 

調査・設計：平成 25 年 4 月 ～平成 27 年 12 月 

工事   ：平成 27 年 10 月～平成 29 年 5 月 

本事業について、便所に接続する配水施設の布設が、他工事における下水施設完了後



の整備となるため当初計画より遅れることとなったが、釣師浜漁港における漁業再再開

に影響することなく完成した。設計・工事実施各段階で入念な状況確認を実施して事業

に反映することにより前述のとおり過不足ない施設となっており、本事業は妥当なもの

である。 

 

事業担当部局 

福島県土木部港湾課 電話番号：０２４－５２１－７４９６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


